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内
同
為
替
集
中
決
・4
伺
額
は
決
済
入
金
問
酬
を
と
っ
た
。
な
お
そ
の
中
に
は
単
ね
な
傘
倣
取
引
世
帯
を
も
含
ん
で
お
り
、
そ
の
分
段
が
不
可
能
で
あ
る
が
、
前
紀
の
釦
〈
送
金
小
切
手
中
に
は
一
般
取
引
に
伴
う
分
も
あ
る
に
狗
ら
ず
分
脈
不
可
能
で
全

f

額
控
除
し
で
あ
る
か
ら
両
者
の
不
都
合
は
概
ね
相
殺
さ
れ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
の
現
金
通
貨
並
に
預
金
通
貨
の
残
高
並
に
回
転
率
に
よ
り
本
文
掲
載
の
表
の
如
〈
流
通

通
貨
の
残
高
、
回
転
率
並
に
流
通
通
貨
総
量
の
推
算
が
可
能
と
な
る
。
(
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証
券
市
場
の
未
発
遥

て
戦
前
に
於
け
る
我
が
国
の
金
融
機
摘

発

行

市

場

明
治
維
新
以
降
訟
が
闘
の
金
融
機
構
は
欧
米
先
進
諸
国
に
倣
い
、
銀
行
、
株
式
取
引
所
等
の

諸
制
度
を
整
備
す
る
と
共
に
、
長
期
企
業
資
金
調
達
の
面
に
於
て
も
株
式
、
社
債
の
方
式
を
採

用
し
た
。
即
ち
明
治
五
年
十
一
月
米
国
の
制
に
倣
っ

て
国
立
銀
行
条
例
を
発
布
し
、
更
に
十
五

年
十
月
日
本
銀
行
を
設
立
し
て
免
換
銀
行
券
制
度
を
確
立
す
る
一
方
、
国
立
銀
行
の
廃
止
に
伴

い
二
十
三
年
八
月
普
通
銀
行
条
例
を
公
布
し
(
二
十
六
年
七
月
施
行
)
銀
行
制
度
の
確
立
を
図
っ

た
。
他
方
株
式
取
引
所
に
付
て
は
明
治
七
年
十
月
株
式
取
引
条
例
、
十

一
年
五
月
株
式
取
引
所

条
例
を
公
布
し
、
之
に
よ
り
十
一
年
五
月
東
京
及
び
大
阪
の
両
株
式
取
引
所
が
設
立
さ
れ
た。

χ株
式
会
社
制
度
に
付
て
は
凶
西
鉄
道
会
社
(
明
治
阿
年
)
王
手
製
紙
会
社
(
明
治
六
年
〉
停
が
相

次
い
で
設
立
せ
ら
れ
、
特
に
闘
立
銀
行
条
例
は
資
本
の
証
券
化
を
明
確
化
し
た
が
、
株
式
会
社

制
度
が
若
し
〈
普
及
し
た
の
は
明
治
十
三
年
の
産
業
官
営
方
針
の
描
棄
以
後
に
於
て
で
あ
る
。

而
し
て
二
十
三
年
三
月
旧
商
法
の
制
定
に
よ
り
株
式
会
社
に
関
す
る
一
般
法
が
定
め
ら
れ
た
。

又
社
伯
に
付
て
は
右
旧
商
法
に
基
〈
法
律
「
商
法
第
二
百
六
条
エ
依
リ
発
行
ス
ヘ
キ
債
券
ニ
関

ス
ル
件
」
が
制
定
せ
ら
れ
、
明
治
二
十
六
年
よ
り
央
施
さ
れ
た
が
、
之
よ
り
先
二
十
三
年
四
月

大
阪
鉄
道
会
社
が
社
債
を
発
行
し
た
。

右
の
如
〈
日
本
銀
行
を
中
心
と
す
る
金
融
市
場
と
証
券
取
引
所
を
中
心
と
す
る
証
券
市
場
と

は
制
度
と
し
て
一
応
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
資
本
蓄
舶
の
甚
だ
し
く
遅
れ
て
い
た
当
時
の

我
が
国
の
特
殊
事
情
の
下
に
於
て
は
、
国
民
の
貯
誌
は
主
と
し
て
信
用
の
大
き
な
銀
行
等
金
融

機
関
に
諸
制
さ
れ
、
直
接
株
式
社
債
に
投
資
さ
れ
る
ζ
と
は
少
な
か
っ
た
。
即
ち
国
民
貯
蓄
の

大
半
が
零
細
で
る
っ
た
た
め
株
式
投
資
の
最
低
単
位
に
も
達
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
郵
便
貯
金

が
明
治
八
年
開
始
以
来
二
十
六
年
迄
に
ご
六
百
万
円
の
増
加
を
示
し
、
貸
出
業
務
を
営
む
館
行

の
二
十
六
年
末
預
金
残
高
四
四
百
万
円
に
比
較
し
、
そ
の
増
加
振
り
が
著
し
い
こ
と
に
よ
っ
て



も
知
ら
れ
よ
う
。
他
方
近
代
産
業
の
多
〈
は
国
家
の
援
助
を
背
崇
と
し
財
閥
を
中
心
と
し
て
創

設
せ
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
資
金
は
主
と
し
て
財
閥
本
社
並
に
財
閥
関
係
の
金
融
機
関
を
通
じ
て

調
達
せ
ら
れ
た
。
日
本
財
閥
調
査
使
節
団
長
コ
l

ウ
イ
ン

・
エ
ド
ワ
l

ズ
氏
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
昭
和
十
九
年
当
時
十
七
財
閥
の
払
込
資
本
金
は
全
国
払
込
資
木
金
総
額
の
二
四

・
六
%
を

占
め
、
又
十
五
財
聞
は
全
普
通
銀
行
資
産
の
五
七
%
、
全
信
託
会
社
資
産
の
六
九
%
、
全
火
災

保
険
会
社
資
産
の
七
四
%
、
全
生
命
保
険
会
社
資
産
の
三
八
%
を
占
め
て
い
た
。
従
っ
て
国
民

貯
蓄
の
大
半
が
財
閥
関
係
金
融
機
関
を
通
じ
て
そ
の
関
係
企
業
に
投
融
資
さ
れ
た
と
云
い
得
よ

》フ。
か
〈
て
株
式
社
債
を
発
行
し
て
も
之
を
直
接
消
化
す
べ
き

一
般
投
資
庖
は
栢
め
て
事
々
た
る

も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
又
発
行
市
場
は
殆
ん
ど
存
症
し
て
い
な
か
っ
た
と
称
し
て
も
過
言
で
は

な
い
。
事
実
社
債
発
行
の
一
般
化
さ
れ
る
契
機
を
な
し
た
担
保
付
社
債
信
託
法
が
公
布
さ
れ
た

明
治
コ
一
十
八
年
以
降
に
於
け
る
起
債
市
場
に
お
い
て
は
、
起
債
の
殆
ん
ど
全
部
が
銀
行
〈
大
正

十
二
年
以
降
信
託
会
社
を
含
む
)
の
総
額
引
受
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
引
受
け
ら
れ

た
社
債
も
昭
和
元
年
に
於
て
銀
行
、
信
託
会
社
、
保
険
会
社
が
そ
の
総
額
の
約
四
割
を
所
有
し

て
い
た
の
で
ー
あ
る
。

M
W

売

買

市

場

発
行
市
場
が
未
発
達
で
あ
っ
た
結
果
、
売
買
市
場
も
極
め
て
狭
院
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
即
ち
明
治
十
一
年
株
式
取
引
所
の
設
立
さ
れ
た
主
た
る
動
機
は
金
禄
公
債
を
始
め
と
し

て
、
之
ま
で
累
積
し
た
国
債
の
流
通
を
円
滑
化
す
る
こ
と
に
あ
り
、
事
実
明
治
十
九
年
党
摸
銀

行
券
制
度
の
確
立
に
よ
り
事
業
会
社
設
立
が
促
進
せ
ら
れ
る
迄
は
、
国
債
取
引
が
取
引
所
取
引

の
主
流
を
な
し
て
い
た
。
其
の
後
取
引
の
中
心
は
閣
偵
よ
り
株
式
に
移
行
す
る
に
至
っ
た
が
、

そ
の
性
格
は
極
め
て
投
機
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
之
は
一
つ
に
は
徳
川
時
代
よ
り
の
米
取
引
が

投
機
的
で
あ
り
、
此
の
取
引
方
法
が
株
式
取
引
所
に
も
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
.
主
と

し
て
投
資
的
取
引
に
対
応
す
ぺ
会
適
当
に
し
て
潤
沢
な
る
株
式
の
供
給
を
欠
い
た
こ
と
に
よ

る
。
今
昭
和
二
年
に
於
け
る
東
京
株
式
取
引
所
上
場
有
価
証
券
を
み
る
と
、
長
期
取
引
に
於
て

は
社
債
六
一
二
百
万
円
、
株
式
四
、

三
四
三
百
万
円
と
夫
々
の
総
発
行
額
一
一一
、
五
四
一

百
万
円、

一
一
、
七
二
七
百
万
円
の
一
七
・

一二
%
、
三
七

・
O
劣
を
占
め
る
に
過

F
ず
、
少
〈
と
も
、
社

債
の
八
割
以
上
、
株
式
の
六
割
以
上
が
一
般
投
資
層
以
外
の
手
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て

金
融
機
構
の
再
編
成
と
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
役
割

そ
の
取
引
方
法
を
み
る
も
、
国
債
社
債
に
於
て
す
ら
投
機
取
引
た
る
長
期
取
引
が
総
取
引
高
の

二
割
を
占
め
、
株
式
取
引
に
於
て
は
長
短
両
取
引
が
九
割
を
占
め
て
い
た
。
か
〈
の
如
〈
売
賀

市
場
は
極
め
て
投
機
的
で
あ
っ
た
が
、
然
か
も
そ
の
投
機
資
金
た
る
や
投
機
者
の
自
己
資
金
よ

り
も
主
と
し
て
銀
行
よ
り
の
借
入
金
で
あ
っ
た
と
と
は
注
意
す
ぺ
主
で
あ
る
。
今
普
通
銀
行
の

株
券
担
保
貸
付
を
み
る
と
、
昭
和
元
年
に
於
て
は
ご
、

二
一
六
百
万
円
に
上
り
、
総
貸
付
高
の

二
七
%
を
占
め
て
い
る
。
勿
論
此
の
全
て
が
投
識
資
金
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
少

な
か
ら
ざ
る
部
分
が
株
式
市
場
に
流
入
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
又
取
引
所
発
行
の
早
受
渡

手
形
は
専
ら
証
券
令
融
に
利
用
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
年
の
最
高
発
行
残
高
は
四
六
百
万
円
に
上

り
、
ょ
が
金
融
機
関
の
割
引
を
通
じ
資
金
化
さ
れ
た
。
か
〈
て
従
来
の
売
賀
市
場
は
投
資
者
が

自
由
仁
換
価
処
分
し
得
る
こ
と
に
よ
り
、
固
定
し
特
な
い
資
金
を
株
式
へ
の
投
資
を
通
じ
て
長

期
資
金
に
転
化
す
る
と
云
う
資
本
市
場
と
し
て
の
機
能
を
持
た
な
か
っ
た
。

問
金
融
機
構
に
於
け
る
銀
行
の
圧
倒
的
優
般
性

布
の
如
〈
椛
券
市
場
は
発
行
市
場
も
克
賀
市
場
も
共
に
未
発
達
の
状
態
に
あ
り
、
資
金
制
退

は
主
と
し
て
銀
行
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
結
果
、
金
融
機
構
に
於
け
る
銀
行
の
地
位
は
圧
倒
的
に

高
か
っ
た
。
戦
前
た
る
昭
和
十
年
に
於
て
銀
行
、
信
託
業
を
除
〈
会
社
の
払
込
資
本
金
二
二
、

七
一
二
百
万
円
に
対
し
、
全
国
銀
行
及
信
託
会
社
の
貸
出
残
高
は
一

O
、
O
穴
三
百
万
円
に
上

り
、
然
か
も
全
国
銀
行
の
株
式
所
有
高
は
五
八

O
百
万
円
、
株
式
担
保
貸
出
高
は
一

、
五
六
七

百
万
円
(但
し
普
通
銀
行
の
み
)
に
及
ん
で
い
る
。
又
資
金
吸
収
面
よ
り
み
る
も
、
同
年
に
於
け

る
銀
行
定
期
預
金
は
六
、
五
九
四
百
万
円
と
総
預
金
の
五
一
%
を
占
め
、
銀
行
は
営
業
預
金
を

主
と
す
る
商
業
銀
行
よ
り
投
資
銀
行
的
性
格
を
謹
〈
し
て
い
た
。
か
か
る
銀
行
の
擾
位
性
は
満

洲
事
変
以
後
軍
縮
産
業
の
急
速
な
る
拡
張
の
必
要
性
に
よ
り
一
層
促
進
さ
れ
た
。
特
に
資
金
統

制
の
実
施
並
に
軍
需
産
業
の
金
利
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
結
需
融
資
の
実
施
は
銀
行
と
企
業

。

と
の
関
係
を
緊
密
な
ら
し
め
、
企
業
資
金
の
剥
逮
は
主
と
し
て
銀
行
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
か
〈
て
昭
和
二
十
年
末
に
於
け
る
会
社
の
払
込
資
ホ
金
内
百
三
十
七
億
円
に
対
し

全
国
銀
行
及
び
信
託
会
社
の
貸
出
金
は
千
二
十
五
億
円
と
払
込
資
本
金
の
二
倍
以
上
に
上
っ

た
。
之
を
企
業
の
側
よ
り
み
る
と
、
資
本
構
成
比
率
に
於
け
る
株
主
資
本
の
低
下
で
あ
り
、
昭

和
十
八
年
上
加
に
於
て
は
株
主
資
本
田
九
銘
と
昭
和
十
年
上
期
の
七
八
忽
に
比
岐
し
格
段
の
栂

興
を
示
し
た
。
然
か
も
そ
の
株
主
資
本
も
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
直
接
間
接
に
銀
行
に
関
係
し

二
七



呈品
目隠

説
(
そ
の

一、vノ
金

国!

て
い
た
の
で
あ
る
。

二
、
金
融
機
掃
の
再
編
成

ω
経
済
民
主
化
の
一
環
と
し
て
の
証
券
民
主
化

終
戦
後
我
が
国
経
済
に
対
し
て
螺
ら
れ
た
占
領
政
策
の
一
つ
は
民
主
々
義
制
度
の
助
長
で
め

る
。
之
が
た
め
従
来
我
が
国
産
業
の
大
部
分
を
支
配
し
て
い
た
財
閥
の
解
体
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
先
ず
昭
和
二
十
年
十
月
三
井
木
社
等
十
四
社
及
び
そ
の
関
係
会
社
の
証
券
類
の
売

却
移
転
が
禁
止
さ
れ
、
更
に
十
一
月
六
日
持
株
会
社
の
解
体
が
指
令
さ
れ
た
。
か
く
て
政
府
は

同
月
二
十
二
日
所
調
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
に
よ
る
制
限
会
社
令
を
公
布
、
財
閥
解
体
の
対
象
と
な
る

べ
き
会
社
を
指
定
し
そ
の
行
為
に
厳
重
な
制
限
を
加
え
、
そ
の
間
持
株
会
社
控
理
委
員
会
を
設

置
し
て
具
体
的
解
体
に
着
手
し
た
。
次
い
で
昭
和
二
十

一
年
十

一
月
に
は
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
に
よ

る
会
社
証
券
保
有
制
限
令
が
公
布
さ
れ
、
之
に
よ
り
制
限
会
社
、
従
照
会
社
、
関
係
会
社
、
相

互
聞
の
株
式
所
有
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
又
今
後
の
経
淡
民
主
化
を
確
保
す
る
た
め

昭
和
二
十
二
年
四
月
所
前
独
占
禁
止
法
が
公
布
さ
れ
、
持
株
会
社
設
立
の
禁
止
、
一
一
般
事
業
会

祉
の
他
社
株
式
取
得
の
制
限
、
金
融
業
の
競
争
金
融
機
関
株
式
取
符
の
禁
止
及
び
一
般
株
式
所

有
の
制
限
、

会
社
の
社
悩
所
有
の
制
限
附
一
一
寸
が
実
施
さ
れ
た
。
か
く
て
経
済
民
主
化
は
一乱
券
の
保

有
を
法
人
中
心
よ
り
一
般
投
資
者
中
心
に
転
換
す
る
証
券
民
主
化
を
必
要
と
し
、
昭
和
二
十
二

年
六
月
設
歯
さ
れ
た
証
券
処
理
調
控
協
議
会
は
閉
鎖
機
関
、
持
株
会
社
、
政
府
の
所
有
す
る
証

券
を

一
般
投
資
者
に
放
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

間
金
融
市
場
と
証
券
市
場
と
の
分
離

証
券
民
主
化
は
銀
行
を
中
心
と
す
る
従
来
の
金
融
機
構
を
再
編
成
せ
し
め
、
長
期
資
金
は
証

券
市
場
を
通
じ
、
矩
刷
資
金
は
銀
行
を
過
し
て
制
連
せ
し
め
る
と
云
う
金
融
の
原
則
合
確
立
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
之
に
よ
り
証
券
市
場
は
金
融
市
場
と
並
び
広
義
の
金
融
機
僻
を
構
成
す
る

こ
大
支
柱
と
し
て
極
め
て
重
大
な
る
役
割
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
証
券
取
引
訟
が
そ
の

第
六
十
五
条
に
於
て
銀
行
、
信
託
会
社
に
よ
る
証
券
引
受
業
務
の
兼
営
を
品
一閉
止
し
た
の
は
か
く

の
如
き
趣
旨
に
基
〈
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
又
前
述
の
如
く
独
占
禁
止
法
に
よ
り
銀
行
は
原
則

と
し
て
他
の
会
社
の
株
式
総
数
の
五
銘
以
上
所
有
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
か
〈
て
金

融
機
柿
と
し
て
金
融
市
場
、
証
券
市
場
の
分
雌
が
笑
現
さ
れ
た
が
、
同
時
に
証
券
市
場
内
部
に

於
て
も
昨
年
五
月
に
は
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三
取
引
所
、
七
月
に
は
京
都
等
五
地
方
取
引

‘

二
七
二

所
の
再
開
含
み
、
又
証
券
取
引
法
に
よ
り
新
規
発
行
証
券
の
届
出
制
度
、
証
券
業
者
に
対
す
る

臨
督
制
度
等
が
実
施
さ
れ
、
一
応
そ
の
体
制
を
盤
備
す
る
に
至
っ
た
。

か
か
る
金
融
市
場
と
証
券
市
場
の
分
離
は
欧
米
先
進
諸
国
に
於
て
早
〈
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

処
で
あ
る
が
、
我
が
固
に
於
て
終
戦
後
実
施
さ
れ
て
い
る
方
式
は
米
国
を
模
範
と
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
米
国
に
於
け
る
金
融
機
構
特
に
金
酔
証
券
岡
市
場
分
離
の
状
況
を
一

瞥
し
て

お
ぐ
こ
と
が
必
要
で
め
る
。

米
国
に
於
け
る
産
業
の
急
速
な
る
発
達
は
敵
洲
諸
国
よ
り
の
多
額

の
投
資
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
投
資
は
主
と
し
て
企
業
の
発
行
す
る
株

式
社
債
の
購
入
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
か
〈
て
米
国
に
於
て
は
当
初
よ
り
長
期
資
金
は
株
式
社

債
を
通
ず
る
直
接
投
資
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
、
銀
行
は
短
期
の
運
転
資
金
を
供
給
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
国
際
金
融
市
場
の

一
大
変
化
の
結
果
、
米
国

は
国
際
的
債
権
固
と
な
っ
た
が
、
之
に
よ
り
欧
洲
に
於
け
る
投
資
家
の
手
持
ち
せ
る
巨
畑
酬
の
米

国
優
良
証
券
が
一
九

一
五
年
乃
至
一
九
二
O
年
の
聞
に
於
て
漸
次
米
国
市
場
に
逆
流
し
、
米
国

に
於
け
る
投
資
家
の
聞
に
広
〈
分
布
さ
れ
た
。
国
民
所
得
の
急
、
連
な
る
増
加
は
個
人
投
資
の
地

盤
を
築
か
し
め
、
問
調
証
券
資
木
主
義
の
時
代
を
現
出
し
、
直
接
投
資
に
於
て
も
投
資
信
託
、

投
資
会
社
等
の
新
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
而
し
て
発
行
市
場
は
主
と
し
て
一
般
銀
行
と
区
別
さ

れ
る
所
間
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
パ
ン
カ
!
の
手
を
通
じ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
・
パ
ン
カ
ー
は
。
フ
ラ
イ
ベ
イ
ト

・
パ
ン
カ
1
若
し
く
は
ボ
ン
ド
・

ハ
ウ
ス
と
も
呼
ば
れ

当
初
は
銀
行
法
規
の
適
用
外
に
あ
り
、
有
名
な
ジ
エ

l

・
ピ
i

・
モ
ル
ガ
ン
尚
会
、
ク
l
ン
・

ロ
l
ブ
商
会
、
ス
バ
イ
ヤ
ー
商
会
等
は
証
券
引
受
業
務
の
外
預
金
業
務
ー
を
も
行
っ
て
い
た
。
プ

ラ
イ
ベ

ー
ト
・

パ
ン
カ
ー
が
預
金
業
務
を
営
み
な
が
ら
保
行
法
規
の
適
用
外
に
あ
っ
た
の
は
世

界
的
に
名
声
が
あ
り
、
預
金
も
大
会
社
、
大
富
薮
等
財
界
の
事
情
に
精
、
通
せ
る
も
の
の
大
口
預

金
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
が
、

一
九
二
九
年
の
恐
慌
に
鑑
み

一
九一一一一
一一年
の
法
律
に

よ
り
証
券
引
受
販
売
業
務
と
預
金
業
務
と
の
兼
営
は
禁
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
証
券
市

場
は
当
初
よ
り
金
融
市
場
と
並
立
す
る
存
在
で
あ
り
、
我
が
国
の
如
く
金
融
市
場
に
従
属
し
又

は
そ
の
内
に
吸
収
さ
れ
た
存
在
で
な
か
っ
た
が
、
特
に

-
九
三
三
年
以
降
、
岡
市
場
は
法
律
的

に
も
全
く
分
離
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
一
九
四
八
年
及
び
四
九
年
に
於
け
る
株
式
社
債
に
よ
る
資
金
制
迷
微
を
み
る
と
、
一

九

凶
八
年
に
於
て
は
社
債
玉
、

二
六
四
百
万
ド
ル
、
株
式
九
O
八
百
万
ド
ル
、
一
九
四
九
年
に
於



て
は
社
債
一
二
、
八
九

O
百
万
ド
ル
、
株
式
九
五
四
百
万
ド
ル
で
あ
り
、
夫
々
の
年
に
於
け
る
全

国
銀
行
貸
出
増
加
額
五
、

一
七
二
百
万
ド
ル
、

一
、
六
九
六
百
万
ド
ル
を
上
廻
っ
て
い
る
。
最

近
高
額
所
得
に
対
す
る
課
税
の
関
係
上
直
接
投
資
は
減
退
の
傾
向
に
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
に

も
拘
ら
ず
、
産
業
資
金
制
速
に
於
て
社
債
株
式
の
占
め
る
地
位
が
依
然
高
い
こ
と
は
証
券
市
場

が
金
融
機
榊
の
支
柱
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。

(1) 
証
券
市
場
の
現
状

証
券
民
主
化
の
現
状

証
券
民
士
L

化
は
財
閥
解
体
を
契
機
と
し
て
進
め
ら
れ
、
証
券
処
理
"制
盤
協
議
会
を
、
通
じ
て
一

般
に
放
出
さ
れ
た
株
式
の
み
で
も
本
年
二
月
迄
に
百
二
十
五
億
円
に
上
り
、
証
券
民
主
化
運
動

と
相
候
っ
て
一
般
大
衆
の
証
券
に
対
す
る
関
心
が
相
当
高
め
ら
れ
た
と
と
は
事
実
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
之
は
間
接
投
資
に
代
わ
り
}
般
大
衆
が
直
接
投
資
の
対
象
と
し
て
証
券
を
選
ん
だ
も
の

と
は
認
め
難
く
、

箪
ろ
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヲ
ン
の
進
行
に
伴
う
投
機
の
対
象
と
し
て
株
式
の
売
買

が
行
わ
れ
た
と
み
る
の
を
妥
当
と
す
る
。
本
年
二
月
十
九
日
証
券
民
主
化
議
員
連
盟
が
発
表
L

た
所
謂
株
式
白
書
に
於
て
も
「
財
閥
解
体
と
と
も
に
従
来
の
発
行
市
場
は
著
し
い
変
貌
を
呈
し
、

財
閥
や
法
人
筋
を
中
心
と
す
る
新
規
発
行
株
式
の
保
有
組
織
が
あ
ら
た
に
全
く
組
織
の
欠
け
た

い
わ
ゆ
る
大
衆
に
と
っ
て
代
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
中
小
企
業
経
営
者
、
農
家
な
ど
の

イ
ン
フ
レ
資
金
が
と
れ
ら
の
大
衆
を
株
式
投
資
に
進
出
さ
せ
る
経
諦
的
基
礎
を
つ
く
り
出
し

た
。
ま
た
イ
ン
フ
レ
の
収
束
期
が
近
づ
〈
に
つ
れ
て
、
株
式
が
物
に
代
っ
て
投
機
対
象
に
選
ば

れ
、
そ
の
土
地
貨
対
旅
不
安
も
平
伝
い
各
種
の
浮
動
資
金
が
流
入
し
た
。
」
と
云
っ
て
い
る
。
即

ち
終
戦
後
の
不
安
定
な
経
済
状
勢
の
下
に
於
て
は
企
業
そ
の
も
の
の
見
透
し
が
立
た
ず
、
之
に

加
え
制
限
会
社
、
企
業
再
建
整
備、

経
済
力
集
中
排
除
、
配
当
制
限
等
幾
多
の
稚
拙
が
あ
っ
た

た
め
株
式
の
利
潤
証
券
と
し
て
の
性
絡
が
殆
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
そ
の

・
最
大
の
隊
悶
は
や
は
り
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
イ
ン

フ
レ
1
シ
ヲ

ン
下
に
於
て
は
株
式
白
書
の
云
う
如
〈
或
は
過
貸
不
安
に
よ
り
、
或
は
資
産
再
評

価
期
待
に
よ
り
株
式
の
価
備
は
変
態
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、
他
方
偏
在
し
た
イ
ン
フ
レ

・
マ

ネ
ー
は
投
機
対
訟
を
尚
品
市
場
と
並
ん
で
株
式
市
場
に
求
め
た
た
め
、
株
式
市
場
は
幾
度
か
の

プ
1
ム
を
現
出
し
、
昨
年
五
月
探
券
取
引
所
再
開
直
前
に
於
て
は
未
曾
有
の
活
況
を
凹
ま
し
た
。

金
融
機
構
の
再
編
成
と
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
役
割

か
か
る
株
式
市
場
の
好
況
を
通
じ
て
始
め
て
治
大
な
る
株
式
が
.
般
大
衆
の
手
に
よ
り
消
化
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
度
市
況
が
不
握
に
転
ず
る
と
会
ば
株
式
に
対
す
る
人
気
は
離
散

し
、
之
、
ま
で
消
化
せ
ら
れ
た
株
式
も
再
び
市
場
に
売
却
せ
ら
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
事
実

ド
ツ
ジ

・
ラ
イ
ン
の
笑
施
以
来
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
漸
〈
収
束
の
過
程
に
入
り
、
イ
ン
フ

レ
i
ジ
ョ
ン
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
除
去
せ
ら
れ
た
と
き
、
之
ま
で
株
式
が
過
当
に
高
野
価
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
す
る
に
伴
い
市
況
も
極
度
の
不
振
に
転
ず
る
に
至
っ
た
。

か
〈
て
証
券
民
主
化
は
そ
れ
が
極
め
て
必
要
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
実
情
は
イ
ン
フ
レ
1
シ
ヨ

ン
と
云
う
経
済
的
基
礎
の
上
に
擬
似
的
に
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
イ
ン

フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
収
束

と
共
に
直
ち
に
そ
の
実
体
が
露
呈
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
株
式
白
書
は
か
か
る
証
券
民
主
化
の

欠
陥
を
「
政
府
が
形
成
的
に
は
高
度
に
約
指
摘
さ
れ
た
証
券
行
政
を
実
施
し
な
が
ら
、

式
市
場
の
特
殊
性
に
つ
い
て
の
十
分
な
認
識
を
欠
念
、

日
本
の
株

イ
ン
フ
レ
か
ら
経
済
安
定
期
へ
の
経
済

基
調
の
変
化
に
即
応
し
た
対
策
を
準
備
し
な
か
っ
た
点
」
即
ち
、
「
政
府
が
税
制
な
ど
に
具
体
的

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
金
融
市
場
を
偏
重
す
る
政
策
を
と
っ
て
株
式
市
場
の
育
成
に
努
力
を
惜
ん

で
き
た
こ
と
や
、
戦
後
の
資
木
発
行
の
統
制
は
こ
れ
を
撤
廃
し
な
が
ら
資
金
調
達
の
た
め
株
式

担
保
金
融
を
持
視
し
て
き
た
点
」
な
ど
に
求
め
て
い
る
。
確
か
に
従
来
の
政
府
に
於
け
る
証
券

市
場
対
策
に
不
備
欠
陥
の
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
之
が
現
下
の
証
券
民
主
化
の
困
難

を
斑
ら
し
た
真
の
原
因
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
し
も
之
が
莫
の
原
因
で
あ
る
な
ら
ば
、
証
券

市
場
対
無
|
|
之
も
金
融
市
場
よ
り
の
援
助
が
中
心
と
な
る
が
ー
ー
に
よ
り
市
場
の
好
況
を
不

断
に
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
文
可
能
な
笹
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
金
融
市
場
よ
り
の

援
助
は
之
が
戦
前
の
如
会
形
で
行
わ
れ
る
な
ら
ば
結
局
証
券
民
主
化
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
っ
て
、
証
券
民
主
化
を
行
う
た
め
に
は
金
融
、
証
券
両
市
場
の
分
離
と
云
う
証
券
民
主
化

そ
の
も
の
を
勘
誕
す
る
と
云
う
自
己
矛
盾
を
百
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
評
券
民
主
化
を
困

難
な
ら
し
め
て
い
る
其
の
原
因
は
我
が
国
経
済
の
現
状
そ
の
も
の
の
内
に
存
寸
る
の
で
あ
り
、

証
券
対
策
の
み
に
よ
っ
て
そ
の
困
難
を
除
去
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ω
資
木
市
場
(
発
行
市
場
)
の
現
状

証
券
民
主
化
が
困
難
に
直
面
し
て
い
る
際
、
資
木
市
場
に
於
て
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
収
束

札
伴
う
企
業
の
金
詰
り
、
企
業
の
資
本
構
成
不
均
衡
の
是
正
、
漸
〈
本
格
化
し
た
企
業
再
建
鞍

七
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説
(
そ
の

一、-./

金

備
等
の
た
め
株
式
の
発
行
は
激
増
の
一
途
を
辿
り
、
そ
の
消
化
は
忽
ち
に
し
て
困
難
に
陥
る
に

至
っ
た
。
即
ち
終
戦
後
の
株
式
払
込
金
は
昭
和
二
十
一
年
二
十
四
億
円
、
=
十
二
年
七
十
二
掠

円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ご
十
三
年
に
は

一
躍
四
百
十
八
億
円
に
激
増
し
、
更
に
昨
二
十
四
年
に

は
八
百
二
十
二
億
円
と
前
年
の
二
倍
に
上
っ
て
い
る
。
而
し
て
之
ま
で
激
増
す
る
株
式
の
消
化

を
可
能
な
ら
し
め
て
い
た
も
の
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
で
あ
り
、
之
に
伴
う
株
式
市
場

の
活
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
昨
年
九
月
以
降
に
於
け
る
市
況
の
転
換
は
当
然
発
行
市
場

の
不
振
を
溜
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

更
に
之
に
拍
車
を
加
え
た
も
の
は
証
券
引
受
機
構
が
未
だ
整
備
せ
ら
れ
ず
そ
の
基
礎
が
極
め

て
薄
弱
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
前
述
の
如
〈
現
在
の
引
受
機
構
は
、
終
戦
後
従
来
の
金

融
機
関
中
心
よ
り
証
券
業
者
中
心
に
改
め
ら
れ
た
が
、
証
券
業
者
の
機
構、

資
力
、
信
用
共
に

引
受
業
務
を
行
う
に
は
米
だ
不
完
全
、
不
十
分
で
あ
る
。
先
ず
機
桝
の
点
に
付
て
は
引
受
業
務

と
証
券
取
引
所
に
於
け
る
売
買
業
務
と
は
分
附
さ
れ
ず
、
し
か
も
従
来
よ
り
の
慣
習
も
あ
り
、

売
買
業
務
に
軍
点
が
置
か
れ
て
き
た
。
従
っ
て
引
受
業
務
を
専
門
と
し
、
或
は
之
に
重
点
を
置

く
証
券
業
者
は
全
〈
存
在
せ
ず
、
引
受
業
務
を
紙
営
す
る
場
合
に
於
て
も
売
買
に
よ
る
投
機
的

利
益
を
目
的
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
又
資
力
の
点
に
於
て
も
企
悶
航
券
業
者
資
本
金
は

昨
年
末
に
於
て
三
十
肱
川
に
過
ぎ
ず
、
之
を
全
国
銀
行
の
資
本
金
百
六
十
一
億
円
に
比
較
す
る

と
主
分
の

一
に
も
満
た
な
い
。
然
か
も
一
業
者
当
り
の
資
本
金
に
於
て
は
僅
か
二
百
六
十
万
円

に
過
vcず
、
銀
行
の
二
億

一
千
八
百
万
円
の
百
分
の
一
程
度
、
無
尽
会
社
の
二
千
万
円
の
十
分

の
一
程
度
で
あ
り
、
之
に
よ
っ
て
も
如
何
に
そ
の
資
力
が
薄
弱
な
も
の
で
あ
る
か
が
分
か
る
。

史
に
証
券
引
受
業
務
に
於
て
圧
倒
的
地
位
を
占
め
て
い
る
凶
大
証
券
会
社
の
資
木
金
は
各
三
位

円
で
あ
る
が
、
そ
の
一
社
平
均
所
有
株
式
は
=
月
米
に
於
て
五
億
五
千
万
円
と
資
本
金
の
ニ

・

七
怖
に
上
っ
て
い
る
。
従
っ
て
所
有
株
式
の
値
下
り
が
檀
ち
に
証
券
業
省
の
資
力
を
湘
渇
ぜ
し

め
、
引
受
業
務
は
殆
ん
ど
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
事
実
、
昨
年
秋
市
況
が
不
振

に
な
る
と
共
に
之
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
引
受
は
引
受
の
取
扱
に
代
わ
り
、
完
残
り
分
に
対
し
て

は
武
任
を
負
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
か
か
る
資
力
の
不
足
に
加
え
紙
券
業
者
が
従
来
専
ら
投

機
的
取
引
に
走
っ
た
こ
と
は
証
券
業
者
の
社
会
的
信
用
を
部
弱
に
し
、
.
長
則
資
金
供
給
栂
聞
と

し
て
の
碓
阿
た
る
地
位
を
欠
か
し
め
て
い
た
。

か
ぐ
の
如
く
株
式
発
行
が
激
増
し
た
に
も
拘
ら
ず
証
券
引
受
機
構
が
部
弱
で
あ
っ
た
結
果
、

二
七
回

金
融
綴
閑
よ
り
払
込
資
合
の
融
過
を
仰
ぐ
か
、
金
融
機
関
の
秘
極
的
貿
出
動
を
要
制
す
る
か
、

何
れ
に
し
ろ
金
融
市
場
よ
り
の
援
助
な
〈
し
て
は
資
本
市
場
の
円
滑
な
連
営
を
期
す
る
と
と
は

不
可
能
と
な
っ
た
。
此
の
事
実
を
株
式
白
書
は
証
券
市
場
と
金
融
市
場
と
の
有
機
的
結
合
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
昨
年
歌
以
来
の
市
況
不
振
、
発
行
市
場
困
難
の
原
因
・
を
両
市
場
の
有
機
的
結

合
態
勢
の
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
証
券
市
場
不
振
の
原
因
を

金
融
市
場
よ
り
の
援
助
の
不
足
に
閉
す
る
こ
と
は
結
局
証
券
市
場
と
金
融
市
場
を
分
離
せ
ん
と

す
る
証
券
民
主
化
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
証
券
鼠
主
化
の
見
地
に
立
つ

限
り
、
資
本
市
場
が
金
融
市
場
よ
り
の
援
助
な
く
し
て
円
滑
な
る
運
営
を
期
し
得
な
い
こ
と
は

証
券
民
主
化
そ
の
も
の
が
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
株
式
に
付
て
述
べ
た
が
、
次
に
社
般
に
付
て
み
る
も
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
昂
進
制
に
於

て
は
社
伯
発
行
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
の
は
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
も

漸
く
峠
の
見
え
た
昭
和
二
十
三
年
秩
以
降
で
あ
っ
た
。
即
ち
社
依
発
行
高
は
昭
和
二
十
二
年
三

四
O
百
万
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
翌
二
十
三
年
に
は
五

O
五
百
万
円
に
増
加
し
た
。
然
し
乍

ら
そ
れ
が
積
極
化
さ
れ
た
の
は
二
十
四
年
六
月
、

日
本
銀
行
が
優
良
社
債
担
保
の
貸
付
利
子
歩

合
を
従
来
日
歩
一
銭
六
厘
以
上
か
ら
悶
償
並
に
一
銭
五
一腿
以
上
に
引
下
げ
、
そ
の
担
保
価
格
が

時
価
の
八
掛
半
以
内
で
あ
っ
た
も
の
を
九
掛
半
迄
認
め
、
更
に
、
市
中
銀
行
が
日
本
銀
行
の
指

定
す
る
社
債
を
質
入
れ
た
と
き
は
そ
の
手
持
復
興
金
融
債
券
を
日
本
銀
行
が
質
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
社
債
買
入
資
金
調
達
の
便
宜
を
図
っ
て
以
後
に
於
て
で
あ
っ
た
。
之
を
社
般
発
行
高
に
よ

っ
て
み
る
と
、
五
月
迄
毎
月
二
億
円
乃
至
三
億
円
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
月
七
二
五
宵
万

円
、
七
月
て
閉
ニ
O
百
万
円
、
八
月
二
、

こ
六
八
百
万
円
と
組
め
て
顕
著
な
増
加
を
示
し
、

九
月
以
降
従
来
の
復
興
金
融
債
券
に
代
わ
り
国
般
の
白
木
飢
行
質
入
れ
を
通
じ
て
市
中
保
行
の

社
債
買
入
資
金
制
迷
の
便
宜
が
凪
ら
れ
、
発
行
高
も
同
月
二
、

O
六
O
百
万
円
、
十
月
三
、
四

O
八
百
万
円
、
十
一

月
三、

七
三
五
百
万
円
と
増
勢
の
一
途
を
辿
っ
た
。
従
っ
て
発
行
さ
れ
た

社
般
の
大
部
分
が
銀
行
等
金
融
機
関
に
よ
っ
て
消
化
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、

昨
年
中
新

規
発
行
社
樹
二
ハ
、
五
五

O
百
万
円
の
消
化
先
を
み
る
と
、
大
銀
行
五
ぴ
特
別
銀
行
七
、

O
七

四
百
万
円
〈
凶
ニ
・
八
%
)
、
地
方
組
行
久
、

O
八
八
百
万
円
(
四
八
・九
銘
〉
、
信
託
銀
行
二
八
六

百
万
円
〈
了
七
箔
)
、
農
林
中
火
金
郎
及
び
農
業
協
同
組
合
主

O
二
百
万
円
(
一
-
一
・
O
銘
〉
、
保
険

会
社
、
信
用
組
合
、
無
尽
会
社
等

一
八
三
百
万
円
(
了
一

銘
)
、
倒
人
等
=
二
六
百
万
円
(
二

・



五
銘
)
と
な
っ
て
お
り
、
銀
行
を
中
心
と
す
る
金
融
機
関
が

一
六、

額
の
九
七

・
五
%
を
占
め
て
い
る
。

証
券
引
受
業
務
が
銀
行
、
信
託
会
社
よ
り
証
券
業
者
の
手
に
移
さ
れ
る
に
及
び
、
社
債
の
引

受
も
四
大
証
券
会
社
を
中
心
・
と
し
て
行
わ
れ
、
証
券
市
場
と
金
融
市
場
と
の
分
離
は
形
式
上
実

現
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
質
に
於
て
は
金
融
機
関
に
於
て
直
接
引
受
け
た
の
と
何
等
異

な
る
処
は
な
い
。
寧
ろ
金
融
機
関
が
直
接
引
受
け
た
方
が
手
数
料
も
軽
減
さ
れ
、
又
そ
の
手
数

も
少
な
〈
発
行
者
た
る
企
業
に
と
っ
て
も
又
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
便
利
で
あ
る
う
。
か
〈
の

如
く
、
社
債
に
於
て
は
株
式
の
場
合
に
比
し
統
券
民
主
化
は
吏
に
後
れ
て
い
る
と
云
う
よ
り
は

全
て
行
わ
れ
て
い
な
い
と
云
つ
で
も
過
言
で
は
な
い
。

要
之
、
金
融
機
構
の
再
編
成
は
経
済
民
主
化
の
基
本
的
構
想
と
し
て
進
め
ら
れ
た
に
も
拘
ら

ず
、
そ
の
実
状
に
於
て
は
金
融
機
構
再
編
成
の
中
核
を
な
す
べ
会
証
券
民
主
化
は
再
び
そ
の
出

発
点
に
立
ち
戻
り
、

証
券
市
場
と
金
融
市
場
と
の
分
蹴
は
単
に
形
式
上
に
止
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
明
白
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
証
券
民
主
化
と
資
本
務
積
と
の
矛
盾
が
最
近
急
速
に

露
呈
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
何
れ
の
目
的
合
も
来
て
去
る
こ
と
の
出
来
な
い
現
状
に
於
て

は
そ
の
範
囲
内
に
於
て
出
来
る
限
り
の
調
整
を
図
る
よ
り
他
に
方
法
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
現
下
の
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
役
割

ω
金
融
界
に
よ
る
援
助
の
必
要
と
そ
の
限
界

証
券
市
場
の
不
振
は
証
券
民
主
化
を
阻
害
し、

産
業
資
金
の
調
達
を
困
難
な
ら
し
め
る
に
至

っ
た
が
、
証
券
市
場
と
金
融
市
場
と
の

分
離
を
強
行
し
、
証
券
市
場
内
部
に
於
て
の
み
之
が
解

決
を
幽
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
何
等
か
の
形
で
金
融
界
の
援
助
を

必
要
と
す
る
こ
と
は
己
む
を
得
な
い
処
で
あ
る
。
而
し
て
之
は
単
に
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
収

束
に
伴
い
証
券
市
場
に
流
入
す
べ
き
資
金
が
、畑
、渇
し
た
た
め
の
み
で
は
な
〈
、
ド
ツ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
強
行
に
よ
る
財
界
路
理
過
程
に
於
て
個
別
企
業
の
前
途
に
対
す
る
見
透
し
が
明
か
で
な
い

現
状
に
於
て
は
不
可
避
的
な
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
企
業
の
前
途
の
不
安
定
な
る
現
在
に
於
て

は
、
株
式
、
社
債
に
よ
る
直
接
投
資
は
仮
令
一
般
大
衆
が
十
分
の
資
金
を
有
す
る
場
合
に
於
て

も
困
難
で
あ
り
、
金
融
機
関
を
介
す
る
間
接
投
資
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
況
ん
や
長
期
の
戦

争
に
よ
り
激
減
し
た
副
民
所
得
は
、
米
国
の
懐
助
も
あ
り
次
第
に
噌
加
し
て
き
た
と
は
云
え
未

だ
戦
前
の
水
準
に
迄
回
復
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
然
か
も
そ
の
戦
前
に
於
け
る
国
民
所
得
自

金
融
機
構
の
再
縮
成
と
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
役
割

二
二
三
百
万
円
と
実
に
総

身
が
欧
米
諮
問
に
比
し
て
極
め
て
抵
〈
、
直
接
投
資
を
可
能
な
ら
し
め
る
十
分
な
碁
盤
を
有
し

な
か
っ
た
。
従
っ
て
戦
前
に
も
増
し
て
零
細
な
る
蓄
積
を
以
て
直
接
投
資
を
行
う
と
と
は
そ
の

投
資
形
式
に
種
々
の
改
善
を
加
え
る
と
す
る
も
、
困
難
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
右
の
如
き
蓄

積
資
金
の
零
細
性
に
加
え
、
財
政
資
金
を
以
て
資
本
蓄
積
を
強
行
せ
ん
と
す
る
ド
ツ
ジ
政
策
の

下
に
於
て
は
租
税
負
担
が
璽
く
、
リ
ス
ク

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
対
す
る
直
接
投
資
は
不
利
な

yd拐

に
立
た
ざ
る
を
符
な
い
。
我
が
園
に
比
較
し
、
国
民
所
得
も
高
〈
、
蓄
和
資
金
も
大
き
い
米
国

に
於
て
さ
え
、
最
近
資
本
課
税
の
加
重
の
た
め
直
接
投
資
は
漸
次
装
退
傾
向
を
示
し
、
貯
蓄
預

金
の
増
加
に
伴
う
間
接
投
資
の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
か
く
て
我
が
国
の
現
状
に
於
て
は
長

期
資
金
は
証
券
市
場
を
通
じ
、
知
期
資
金
は
銀
行
を
通
じ
て
関
連
せ
し
め
る
と
云
う
余
触
の
原

則
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
証
券
市
場
に
対
し
金
融
界
は
相
当
程
度

の
積
極
的
な
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

然
し
乍
ら
か
か
る
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
援
助
も
今
後
永
続
的
に
行
わ
る
べ
会
で
な

い
こ
と
は
、

A
W.融
機
桝
再
編
成
の
岐
本
方
針
が
確
立
し
て
い
る
以
上
当
然
で
あ
り
、
そ
れ
は
何
'

処
迄
も
過
渡
的
な
措
置
と
し
て
の
み
行
わ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融

界
の
役
割
に
は
限
界
が
あ
る
訳
で
あ
り
、
之
を
越
え
て
金
融
界
の
援
助
を
期
待
す
る
こ
と
は
誤

ま
り
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
独
占
禁
止
法
に
よ
る
金
融
機
関
の
株
式
所
有
の
制
限
、
持
株
会

社
の
禁
止
、
事
業
会
社
、
個
人
の
株
式
所
有
の
制
限
等
は
厳
存
し
て
お
り
、
従
っ
て
戦
前
に
於

て
金
融
界
が
果
し
て
き
た
役
割
の
復
活
を
望
む
が
如
き
は
右
の
限
界
を
越
え
る
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
株
式
白
書
が
「
日
本
経
済
の
特
殊
性
か
ら
し
て
従
来
の
株
式
市
場
の

機
構
な
り
能
力
で
今
日
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
重
要
な
任
務
を
十
分
果
す
と
と
は
き
わ
め
て

困
難
で
あ
る
。
過
去
の
歴
史
に
鑑
み
て
も
そ
れ
は
金
融
市
場
と
の
有
機
的
結
合
を
令
融
政
策
の

上
に
明
確
に
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
は
金
融
界
に
過
当
の
役
削
を
要
請
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。

証
券
市
場
に
対
し
金
融
界
の
果
す
べ
き
役
割
が
右
の
如
〈
で
あ
る
な
ら
ば
、
叶
枇
券
金
融
対
策

の
み
が
証
券
山
場
の
困
難
を
打
開
す
る
唯
一
の
方
法
で
な
い
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
然
か
も
証

券
金
融
の
限
界
が
一
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
程
大
会
ぐ
な
い
以
上
、
献
券
市
場
対
策
は
事
る
金

融
市
以
外
に
求
む
ベ
舎
で
、
直
接
投
資
を
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
諸
原
因
の
除
去
ζ

そ
肝
要
で

あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
七
荒



ヨ畠J、
画聞

説
(
そ
の

融

一、.... 
金

間
証
券
金
融
対
策

右
の
目
的
を
以
て
現
在
迄
実
施
さ
れ
、
又
今
後
考
慮
さ
れ
る
べ
き
証
券
金
融
対
策
を
株
式
市

場
、
起
債
市
場
に
分
っ
て
み
る
と
概
ね
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

(イ)

株
式
市
場
対
策

同

融
資
準
則
の
改
定

終
戦
後
も
重
要
産
業
特
に
基
礎
産
業
の
資
金
硝
保
を
目
的
と
し
た
金
融
の
質
的
統
制
が
続

け
ら
れ
、
株
式
市
場
に
対
す
る
資
金
の
流
入
は
抑
制
さ
れ
た
が
、
か
か
る
資
金
流
入
抑
制
策
に

も
拘
ら
ず
、
市
場
は
異
常
の
活
況
を
呈
し
た
。
然
し
乍
ら
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
収
束
に
伴

う
市
場
資
金
の
泊
渇
は
金
融
機
関
よ
り
の
資
金
流
入
な
く
し
て
は
市
場
の
円
滑
な
る
巡
営
を

不
可
能
に
し
た
が
、
資
金
疏
入
の
抑
制
を
級
和
す
る
も
過
度
の
投
機
を
促
進
す
る
飽
れ
は
な

く
な
っ
た
の
で
、
先
ず
昨
年
八
月
十
五
日
之
ま
で
丙
で
あ
っ
た
証
券
業
者
に
対
す
る
辿
転
資

金
並
に
一
般
例
人
の
証
券
投
資
々
金
の
融
資
順
位
を
乙
に
引
上
げ
、
吏
に
、
其
の
後
に
於
け
る

市
況
不
振
に
盤
み
、
十
二
月
十
五
日
よ
り
之
を
甲
に
引
上
げ
最
重
要
産
業
と
同
列
に
置
〈
こ

と
と
な
っ
た
。
か
〈
て
此
の
面
よ
り
す
る
証
券
金
融
不
円
滑
の
原
因
は
企
〈
除
去
さ
れ
た
。

金
融
機
関
の
行
う
証
券
金
融
は
そ
れ
が
コ
マ

ー
シ
ャ
ル

・
ベ
ー
久
で
行
わ
れ
る
限
り
}
応

是
認
せ
ら
る
べ
主
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
無
制
限
に
認
め
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
し
無
制
限

に
認
め
る
な
ら
ば
証
券
市
場
の
弱
体
な
る
現
状
に
於
て
は
結
局
証
券
市
場
が
再
び
金
融
市
場

に
支
配
せ
ら
れ
、
又
は
そ
の
内
部
に
包
含
せ
し
め
ら
れ
る
に
至
る
他
れ
が
多
分
に
あ
る
。
而

し
て
戦
前
に
於
け
る
証
券
金
融
を

一
応
普
通
娘
行
の
株
券
担
保
貸
付
額
に
よ
っ
て
み
る
と
、

昭
和
九
年
乃
至
十
一
年
の
二
一
カ
年
平
均
に
於
て
一
、
六

O
一
百
万
円
と
貸
出
総
額
の
二
七

・

八
%
に
上
っ
て
お
り
、
又
会
社
払
込
資
木
総
額
の
九

・
六
%
を
占
め
て
い
る
。
之
に
判
し
現

在
の
全
国
銀
行
の
証
券
金
融
額
は
本
年
二
月
に
於
て
一
一
、
七
八
三
百
万
円
と
貸
出
総
額
の

一・

六

%
、
会
社
払
込
資
本
金
の
六
%
で
、
貸
出
総
額
中
占
め
る
比
率
は
非
指
な
低
下
を
示

し
て
い
る
が
、
払
込
資
本
金
中
占
め
る
比
耶
は
戦
前
に
於
け
る
数
字
が
普
通
銀
行
の
み
で
あ

る
点
を
考
慮
す
る
も
そ
の
低
下
は
さ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
之
は
企
業
の
自
己
資
木

不
足
の
結
果
で
あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
蹴
券
金
融
が
戦
前
に
比
般
し
非
常
に
消
極
的

で
あ
る
と
は
云
い
難
い。

な
お
昨
年
八
月
以
降
水
年
ご
月
迄
に
銀
行
が
証
券
業
者
に
対
し
融

資
し
た
金
額
は
五
、

O
五
九
百
万
円
、
一
般
投
資
者
に
対
し
て
は
四
、
七
三
七
百
万
円
合
計

二
七
六

九
、
七
九
六
百
万
円
に
及
ん
で
お
り
、
こ
れ
だ
け
が
証
券
金
融
と
し
て
銀
行
を
、
通
じ
て
融
資

せ
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。

凶
証
券
業
者
並
に
投
資
者
の
手
許
を
緩
和
す
る
と
と
に
よ
り
間
接
的
に
市
場
需
要
を
喚
起
す

る
の
み
で
は
現
在
の
而
況
を
啓
醤
し
、
発
行
市
場
の
機
能
を
回
復
せ
し
め
る
に
は
十
分
で
な

い
。
其
れ
故
証
券
民
主
化
に
反
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
最
も
効
果
あ
る
手
段
と
し
て
金
融

機
関
を
し
て
直
接
買
出
動
せ
し
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
〈
る
。
か
く
て
昨
年
十

一
月
先

ず
生
命
保
険
会
社
が
五
億
円
を
目
標
と
し
て
第

一
次
の
買
出
動
を
実
施
し
た
が
、
十
分
の
効

果
を
挙
げ
る
と
と
な
〈
市
況
は
十
二
月
に
入
り
極
度
の
不
振
に
陥
っ
た
の
で
、
生
命
保
険
会

社
の
第
二
汝
出
動
に
加
え
て
娘
行
も
之
に
多
加
す
る
と
と
と
な
っ
た
。
而
し
て
日
本
銀
行
は

右
の
資
金
手
当
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
、
各
金
融
機
関
手
持
の
国
債
賀
入
等
の
措
置
を
実

施
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
全
国
銀
行
に
於
け
る
株
式
所
有
高
は
本
年
二
月
末
に
於
て
玉
、

五

四
七
百
万
円
と
昨
年
九
月
末
に
比
較
し
約
二

・
二
倍
に
急
増
し
、
又
生
命
保
険
会
社
に
於
て

も
二
月
末
七
、

O
八
五
百
万
円
、
損
害
保
険
会
社
は
一
二
、
=
二
九
百
万
円
に
よ
っ
て
い
る
。

か
〈
て
全
金
融
機
闘
所
有
の
株
式
は
二
月
末
に
於
て
一
六
、
五
六

O
百
万
円
と
全
国
会
社
払

込
資
本
金
推
定
一
九
五
、

三
九
二
百
万
円
の
λ
・
四
%
を
占
め
て
い
る
が
、
之
を
戦
前
に
比

較
し
て
み
る
と
、
附
和
九
年
乃
至
十
一

年
の
三
カ
年
平
均
に
於
て
金
融
機
関
所
有
縦
一
、
三

六
八
百
万
円
は
会
社
払
込
資
ホ
金

一
六
、
四
五

O
百
万
円
の
八

・
二
一
%
に
当
た
り
、
現
在
の

比
率
は
既
に
戦
前
の
水
準
に
復
し
た
こ
と
と
な
る
。
尤
も
金
融
機
関
所
有
額
は
払
込
額
よ
り

時
間
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
現
在
の
時
価
は
戦
前
に
比
し
約
三
倍
勝
貸
し
て
い
る
か

ら
、
払
込
制
即
ち
株
数
に
於
て
金
融
機
関
の
占
め
る
比
市
中
は
現
在
の
方
が
低
〈
な
る
が
、
独

占
禁
止
法
に
よ
る
制
限
等
を
考
慮
す
れ
ば
現
在
以
上
の
金
融
機
関
の
買
出
動
は
証
券
民
主
化

に
悪
影
響
を
与
え
る
虞
が
あ
り
、
今
後
之
を
積
極
化
す
る
こ
と
は
避
く
べ
、
宮
で
あ
ろ
う
。

日
本
鍛
行
の
図
的
買
入
、
図
的
償
還
等
に
よ
り
金
融
機
関
所
有
有
価
証
券
は
減
少
す
る
か

ら
、
生
命
保
険
会
祉
の
如
含
長
則
金
融
機
関
に
於
て
は
之
を
怖
う
滋
味
に
於
て
株
式
買
入
を

行
う
こ
と
は
今
後
共
認
む
べ
き
で
あ
る
が
、
普
通
銀
行
に
つ
含
そ
の
資
産
中
株
式
の
比
率
が

未
だ
低
い
と
し
て
株
式
買
入
を
要
請
す
る
こ
と
は
金
融
的
援
助
の
限
界
を
越
え
た
も
の
と
云

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

金
融
機
関
の
買
出
動



川
円
増
資
払
込
の
調
整
、
証
券
処
理
調
整
協
議
会
の
放
出
停
止

株
式
の
過
剰
な
供
給
・
を
抑
制
す
る
た
め
日
本
銀
行
、
市
中
大
銀
行
、
四
大
証
券
会
社
、
証

券
取
引
委
員
会
等
を
以
て
増
資
払
込
を
調
整
す
る
懇
談
会
を
昨
年
十
二
月
に
設
け
、
本
年
一

月
以
降
市
場
に
圧
迫
を
加
え
る
が
如
き
大
企
業
の
増
資
に
時
期
的
調
整
が
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
右
の
結
果
、
主
要
会
祉
の
払
込
額
は
一
月
十
六
億
円
、
二
月
二
十
二
億
円
、

三
月

十
三
億
円
、
四
月
三
十
四
億
円
、
五
月
二
十
四
億
円
と
昨
年
十
二
月
の
五
十
七
億
円
に
比
較

し
格
段
の
減
少
を
み
、
発
行
市
場
調
整
に
多
大
の
効
果
を
挙
げ
た
。
然
し
乍
ら
発
行
市
場
の

直
接
的
調
整
は
消
化
力
に
適
合
す
る
株
式
供
給
を
凶
る
意
味
に
於
て
の
み
有
効
な
手
段
で
あ

り
、
発
行
市
場
の
不
振
を
積
範
的
に
打
開
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
次
に
従

来
証
券
民
主
化
を
具
体
化
さ
せ
る
証
券
処
理
調
整
協
議
会
の
株
式
放
出
も
、
昨
年
十
月
十
四

日
以
来
増
資
新
株
引
受
権
等
特
に
急
速
に
処
分
す
る
必
要
あ
る
も
の
以
外
は
原
則
と
し
て
之

を
停
止
す
る
と
と
と
し
た
が
、
処
分
金
額
も
十
月
の
一
一
一ム
ハ
一
百
万
円
に
比
較
し
、

十

一
月
四

五
百
万
円
、
十
二
月
七
O
百
万
円
、
本
年
一
月
八
百
万
円
と
激
減
し
た
。
二
月
は
新
株
引
受

権
の
処
分
が
増
加
し
た
た
め
二
二
八
百
万
円
に
増
加
し
た
が
、
之
も

一
般
に
売
出
し
た
も
の

で
は
な
い
。
か
か
る
証
券
処
理
調
整
協
議
会
の
株
式
放
出
の
停
止
は
売
買
市
場
へ
の
圧
迫
を

除
〈
点
に
於
て
極
め
て
有
効
な
措
置
で
あ
る
が
、
之
は
証
券
民
主
化
を
一
時
停
止
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
株
式
市
場
の
現
況
よ
り
み
て
株
式
放
出

の
停
止
は
巴
む
を
栂
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
市
、
引
が
好
転
を
み
る
迄
の
臨
時
的
措
置
と
し

て
認
む
べ
き
で
あ
る
。

(d) 

証
券
金
融
会
社
の
設
立

証
券
業
者
の
信
用
、
資
力
の
乏
し
い
現
状
に
於
て
は
、
証
券
業
者
が
直
接
銀
行
よ
り
融
資

を
仰
寧
又
は
コ
l

ル
市
場
よ
り
資
金
を
取
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
此
の
凶
難
を
除
去

し
、
且
つ
一
般
投
資
者
の
証
券
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
目
的
を
以
て
証
券
金
融
会
社
が
取
引

所
所
在
各
地
に
設
立
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
資
本
金
は
東
京
の
臼
木
証
券
金
融
(
株
)
に
於
て
も

=
億
円
に
過
F
ず
、
必
要
な
資
金
は
主
と
し
て
銀
行
よ
り
の
融
資
及
び
コ

1
ル
に
侯
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
今
後
レ
ギ
ュ
ラ
ー

・
ウ
ェ
イ
の
実
施
せ
ら
れ
た
暁
に
は
、
証
券
受
渡

金
融
、
貸
株
機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
す
べ
舎
も
の
で
あ
る
か
ら
、
米
国
証
券
市
場
に
於
け

る
ブ
ロ
ー
カ
ー
ズ

・
ロ
ー
ン
に
倣
い
コ

1
ル
市
場
よ
り
の
資
金
取
入
を
中
心
と
す
べ
き
で
あ

金
融
機
構
の
再
編
成
と
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
役
割

る
。
而
し
て
之
が
た
め
同
社
は
四
月
十
日
よ
り
コ

1
ル
取
引
に
参
加
す
る
と
共
に
日
本
銀
行

に
当
座
勘
定
を
設
定
し
た
が
、
之
に
よ
り
証
券
市
場
と
金
融
市
場
と
の
資
令
面
の
つ
な
が
り

が
機
構
上
一
応
確
立
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
金
融
、
証
券
岡
市
場
を
支
柱
と
し
て
構
成
せ
ら
れ

た
金
融
機
構
に
於
て
、
両
市
場
の
関
係
は
支
配
被
支
配
の
関
係
で
あ
る
べ
き
人
で
は
な
く
、
此

の
意
味
に
於
て
コ
ー
ル
市
場
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
り
両
市
場
が
連
繋
さ
れ
る
こ
と
は
最
も

理
想
的
な
形
式
で
あ
る
。
但
し
、
我
が
国
の

コ
1
ル
市
場
は
未
だ
狭
院
で
あ
り
証
券
市
場
の

資
金
需
要
に
応
ず
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
過
渡
的
に
は
銀
行
の
直
接
融
資
も
十
分
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

例
レ
ギ
ュ
ラ
ー

・
ウ
ェ
イ
の
実
施

取
引
所
に
於
け
る
取
引
は
、
昨
年
五
月
取
引
所
再
開
に
当
た
り
総
司
令
部
よ
り
指
示
さ
れ

た
所
謂
取
引
三
原
則
に
よ
り
先
物
取
引
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
此
の
た
め
仮
需
要
仮
供
給
が

存
在
し
な
い
こ
と
が
市
場
の
変
動
を
特
に
大
な
ら
し
め
た
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
清

算
取
引
を
導
入
す
る
た
め
証
券
業
者
の
顧
客
に
対
す
る
信
用
供
与
を
認
め
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー

-

ウ
ェ
イ
の
実
施
も
十
分
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
既
に
大
阪
市
場
等
に
於
て
行
わ
れ
て

い
る
金
融
貸
株
取
引
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

・
ウ
ェ
イ

へ
の
過
渡
的
形
態
で
あ
り
、
証
券
業
者
が
直

接
顧
客
に
信
用
を
供
与
す
る
代
り
に
、
証
券
金
融
会
社
が
顧
客
に
金
融
又
ほ
貸
株
を
行
う
こ

と
に
よ
り
買
方
投
機
又
は
売
方
投
機
を
可
能
な
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
金

融
に
付
て
は
買
付
株
式
の
外
に
貸
借
金
額
の
四

O
%に
相
当
す
る
現
金
(
又
は
五

O
%に
相

当
す
る
代
用
有
価
証
券
)
を
差
入
れ
さ
せ
、
貸
株
に
付
て
は
売
付
代
金
の
外
に
貸
借
金
額
の

四
O
%に
相
当
す
る
現
金
(
又
は
五

O
Zに
相
当
す
る
代
用
有
価
証
券
〉
を
差
入
れ
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
中ハ
O
鬼
の
信
用
供
与
が
認
め
ら
れ
た
の
と
同

一
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

出
来
る
。
唯
証
券
金
融
会
社
の

コ
l

ル
の
取
入
れ
、
銀
行
よ
り
の
借
入
能
力
と
証
券
市
場
に

於
け
る
投
機
資
金
需
要
と
の
関
係
、
更
に
之
が
コ
l
ル
・
レ
j

ト
に
及
ぼ
寸
影
響
等
今
後
の

金
融
市
場
に
与
え
る
影
響
は
多
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
金
融
界
と
し
て
は
か
か
る
証

券
市
場
に
於
け
る
必
要
資
金
が
新
た
に
生
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
供
給
を
円
滑
な
ら
し

め
る
よ
う
に
努
め
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
こ
の
た
め
に
は
証
券
市
場
の
側
に
於
て
も
引

受
業
務
と
売
買
業
務
の
分
離
等
受
入
態
勢
盤
備
の
た
め
の
解
決
す
ベ
ぎ
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る。

二
七
七
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説
(
そ
の

一、-'

金

自由

ω
援
助
資
金
の
利
用

株
式
発
行
市
場
の
緩
和
を
図
る
た
め
に
、
場
資
払
込
資
金
に
援
助
資
金
を
利
用
す
る
こ
と

は
、
民
間
資
金
蓄
積
の
貧
弱
な
現
在
極
め
て
有
効
な
措
置
で
あ
る
。
而
し
て
之
に
は
援
助
資

金
を
証
券
業
者
を
通
じ
て
発
行
市
場
に
放
出
す
る
と
と
、
即
ち
援
助
資
金
を
以
て
直
接
証
券

業
者
の
増
資
株
式
を
引
受
け
る
か
、
或
は
一
位
市
中
銀
行
に
預
託
し
、
銀
行
を
し
て
増
資
株

式
を
引
受
け
し
め
る
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
証
券
業
者
の
引
受
能
力
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り

発
行
市
場
を
整
備
す
る
方
式
と
、
理
要
産
業
の
優
先
噌
資
株
式
の
引
受
に
使
用
し
、
企
業
負

位
の
不
均
樹
、
社
債
発
行
の
基
艇
拡
充
を
図
る
方
式
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
後
者

に
於
て
は
株
式
発
行
市
場
に
対
す
る
株
式
の
供
給
そ
の
も
の
が
抑
制
さ
れ
る
と
と
と
、
従
来

援
助
資
金
に
於
て
行
わ
れ
た
民
間
盛
接
融
資
と
央
質
的
に
大
き
な
差
異
は
な
〈
、
然
か
も
増

資
困
難
な
亙
要
産
業
の
自
己
資
本
制
迷
会
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
利
点
を
布
す
る
。

な
お
株
式
白
書
は
見
返
資
金
を
中
心
と
し
た
株
式
投
資
会
祉
の
股
立
を
提
唱
し
て
い
る

が
、
之
は
従
来
の
削
接
投
資
が
不
適
当
で
め
る
以
上
、

直
接
投
資
を
円
滑
な
ら
し
め
る
機
構

に
直
接
見
返
資
金
を
投
下
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
云
う
見
解
に
立
っ
て
い
る
。
而
し

て
此
の
方
式
に
従
う
な
ら
ば
、
民
間
企
業
の
合
理
化
を
促
進
す
る
た
め
の
増
資
要
求
に
応
じ

な
が
ら
他
方
発
行
市
場
に

一
時
に
株
式
が
売
出
さ
れ
て
梢
化
困
難
を
来
た
す
よ
う
な
危
険
を

除
き
去
る
こ
と
が
で
る
c
る
の
で
あ
る
が
、
現
状
に
於
て
は
白
書
の
云
う
が
如
く
、
「
現
在
な

ら
び
に
将
来
に
於
て
考
え
ら
れ
る
過
剰
株
式
を
吸
収
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
」、

然
か
も

そ
の
金
額
は
二、

三
百
億
円
に
上
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
プ
ー
ル
機
構
と
し
て
余
り
に
も
港
大

な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
特
ず
、

且
つ
将
来
相
当
長
期
間
に
亘
り
処
分
困
難
な
こ
と
は
証
券
処

理
制
護
協
誠
会
の
放
出
株
式
と
同
様
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
見
返
資
金
の
使
用
方
法
と
し
て

は
先
行
市
場
の
困
難
を
単
に
表
而
的
に
糊
塗
せ
ん
と
す
る
感
が
深
〈
適
切
な
も
の
と
は
云
い

難
い
。

(ロ)

起
般
市
場
対
策

同
白
木
銀
行
の
社
債
担
保
貸
出
の
優
過

最
近
社
的
発
行
の
旺
盛
化
し
た
原
因
に
は
租
々
あ
る
が
、
資
合
崩
市
宮
前
に
於
て
は
企
業
の

長
則
資
金
が
株
式
市
場
を
泊
じ
で
は
訓
述
し
蹴
〈
な
っ
て
き
た
一
方
、
資
金
供
給
面
に
於
て

二
七
八

は
金
利
が
低
下
傾
向
を
示
し
又
手
持
国
僚
が
減
少
し
て
来
た
の
に
伴
い
金
融
機
関
の
買
入
が

積
極
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
而
し
て
終
戦
後
社
債
売
賀
市
場
は
存
在
せ
ず
、
又
之
を
担
保
と

す
る
制
本
銀
行
の
貸
出
条
件
も
国
債
に
比
し
不
利
で
あ
っ
た
か
ら
、
社
債
は
市
中
金
融
機
関

の
支
払
準
備
と
し
て
は
適
当
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
銀
行
は
起
債
市
場
の
育
成
を
図

る
目
的
を
以
て
、
昨
年
六
月
以
来
優
良
社
債
を
指
定
し
、
之
を
担
保
と
す
る
貸
付
利
子
歩
合

並
に
そ
の
担
保
掛
目
を
国
債
並
に
優
遇
す
る
と
と
に
し
た
が
、
之
に
よ
り
社
債
は
国
債
同
様

銀
行
に
於
け
る
支
払
準
備
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
市
中
金
融
機
関
は
と
の
点
に
お
い
て
も
積

極
的
に
社
債
買
入
を
行
う
こ
と
が
で
・
ぎ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

然
し
乍
ら
、
か
か
る
日
本
銀
行
の
社
債
優
遇
の
措
置
も
之
が
単
に
市
中
金
融
機
関
の
社
債

買
入
を
促
進
す
る
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
目
的
の
半
ば
を
速
成
し
た
に
過
F
な
い
。
本
措

置
に
よ
り
起
般
市
場
を
活
液
化
し
、
更
に
進
ん
で
一
般
投
資
者
に
も
直
接
社
債
を
買
入
れ
し

め
る
こ
と
に
よ
り
椛
券
民
主
化
を
社
般
に
於
て
も
迷
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
本
措

置
は
岨
般
に
は
市
中
金
融
機
関
を
対
政
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
間
接
に
は
一

般
投
資
者
の

手
持
社
債
を
担
保
と
す
る
市
中
金
融
機
関
の
融
資
を
容
易
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
に
於

て
も
社
債
の
直
接
投
資
は
株
式
に
比
し
少
〈
、
又
今
後
に
於
て
も
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は

な
い
か
ら
、

金
融
商
よ
り
出
来
る
限
り
の
援
助
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

b
 銀

行
の
社
債
賀
入
を
促
進
す
る
た
め
の
直
接
的
資
金
援
助
と
し
て
、

日
本
銀
行
の
復
興
金
融
債
券
及
び
国
債
買
入
操
作

日
水
銀
行
は
市
中
銀

行
が
興
業
総
券
及
び
日
本
謀
行
の
指
定
す
る
社
債
を
買
入
れ
た
と
き
に
は
、
希
望
に
よ
り
そ

の
手
持
復
興
金
融
債
券
を
買
入
れ
る
こ
と
と
し
、
六
月
以
降
之
を
実
施
し
た
が
、
吏
に
九
月

よ
り
は
国
債
の
見
入
を
行
っ
た
。
但
し
之
は
何
処
ま
で
も
市
中
銀
行
の
消
化
力
を
増
大
し
、

之
に
よ
り
起
般
市
場
の
振
興
を
図
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
臨
時
的
な
措
置
で
み
る
か

ら
、
起
債
市
場
の
恒
久
的
な
振
興
を
阿
る
た
め
に
は
之
が
停
止
さ
れ
る
、
迄
に

一
般
の
消
化
力

の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

州
知
資
取
引
担
保
笠
錦
社
的
代
用
統
替
の
発
行

従
来
姫
路
収
引
の
担
保
に
は
専
ら
国
債
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
今
後
日
本
銀
行
の
国
船

賢
人
が
続
行
さ
れ
、
又
市
中
銀
行
手
持
国
般
が
償
還
さ
れ
る
と
き
は
知
資
取
引
担
保
に
事
欠



一
方
市
中
銀
行
手
持
社
債
は
増
加
す
る
か
ら
、
之
を
短
資
取
引
担
保
に
利

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
か
る
に
、
日
日
大
量
の
資
金
移
動
を
み
る
短
資
取
引
に
社
債
券
そ

の
も
の
を
担
保
と
す
る
こ
と
は
取
引
上
極
め
て
不
使
で
必
る
か
ら
、
現
在
登
録
国
債
代
用
証

書
を
発
行
し
て
い
る
の
と
同
様
、
登
録
社
債
代
用
証
書
を
発
行
す
ベ
キ
C

で
あ
る
。
而
し
て
之

に
よ
り
社
債
の
担
保
性
が
国
債
並
に
迄
高
め
ら
れ
、
金
融
市
場
に
於
け
る
地
位
が
十
昇
す
る

と
と
は
起
債
市
場
と
金
融
市
場
と
の
関
係
を
緊
密
に
す
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

同
社
債
売
買
市
場
の
開
設

終
戦
後
企
業
再
建
整
備
に
よ
り
企
業
の
債
務
は

一
部
切
棄
て
ら
れ
た
が
、
社
債
も
そ
の
少

な
か
ら
ざ
る
部
分
が
減
額
の
運
命
に
あ
っ
た
。
他
方
新
規
発
行
の
社
債
は
殆
ん
ど
存
在
し
な

か
っ
た
か
ら
株
式
の
如
き
柴
田
取
引
と
し
て
の
売
賀
市
場
は
存
在
せ
ず
、
僅
か
に
証
券
業
者

の
庖
顕
に
於
け
る
売
買
が
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
更
に
昨
年
五
月
証
券
取
引
所
再
開
に
当

っ
て
も
、
社
債
の
上
場
は
行
わ
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
最
近
起
債
市
場
が
旺
盛
化
し

つ
つ
あ
り
、
又
現
在
の
如
き
金
融
機
関
に
よ
る
社
債
投
資
は
単
に
貸
付
金
の
変
形
に
過
ぎ
ず

訣
L
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
こ
と

K
鑑
み
、
社
債
K
流
通
性
を
附
与
す
る
た
め
売
賀
市

場
を
開
設
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
之
に
よ
り
社
債
も
始
め
て
有
価
証
券
と
し
て
個
人
の

短
期
資
金
を
長
期
資
金
化
す
る
可
能
性
を
生
ず
る
訳
で
あ
り
、
又
証
券
民
主
化
も
始
め
て
達

成
し
得
る
こ
と
と
な
る
。
今
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
に
於
け
る
一
九
四
八
年
十
二
月
末

に
お
け
る
上
場
債
券
額
を
み
る
と
、

二
一
二
、
凹
=
六
百
万
ド
ル
と
上
場
株
式
時
価
六
七
、
・

0
四
八
百
万
ド
ル
の
約
二
倍
に
上
っ
て
い
る
。
但
し
そ
の
取
引
額
は
ア
九
四
λ
年
中

て

O

く
こ
と
と
な
り
、

二一
一百
万
ド
ル
に
止
ま
る
。
か
く
社
債
売
買
市
場
は
株
式
売
賀
市
場
に
比
較
し
そ
の
投
機
性

が
乏
し
い
た
め
取
引
額
は
少
な
い
が
、
市
場
の
存
在
は

一
般
投
資
者
の
社
債
投
資
を
円
滑
に

し
、
又
現
在
の
金
融
機
関
所
有
社
債
に
流
通
性
を
附
与
す
る
こ
と
に
よ
り
市
場
資
金
の

一
層

効
率
的
な
運
用
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
と
な
る
。

円。
金
融
債
の
発
行

金
融
機
構
再
編
成
の
見
地
に
立
つ
限
り
、
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
援
助
は
株
式
、
社

債
に
関
す
る
証
券
金
融
の
線
に
止
ま
る
の
が
本
筋
で
は
あ
る
が
、
家
業
的
性
格
の
強
い
中
小
企

業
と
零
細
な
る
農
家
を
中
心
と
し
た
農
村
を
基
盤
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
我
が
国
経
済
の
特

金
融
機
構
の
再
編
成
と
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
役
割

殊
性
と
、
長
期
資
金
供
給
の
不
円
滑
な
る
現
状
の
般
に
、
金
融
界
は
右
の
証
券
金
融
の
線
を
踏

み
越
え
ざ
る
を
得
な
い
。
之
が
金
融
債
の
発
行
で
あ
る
が
、
金
融
債
は
金
融
機
構
の
点
よ
り
み

る
な
ら
ば
明
ら
か
に
間
接
投
資
で
あ
り
、
し
か
も
之
ま
で
の
如
〈
そ
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
を

金
融
機
関
が
所
有
し
て
い
る
場
合
に
は
一
層
複
雑
し
た
形
態
の
間
接
投
資
で
あ
る
。
然
し
乍
ら

他
方
金
融
債
は
有
価
証
券
で
あ
り
転
々
流
通
し
得
る
こ
と
に
よ
り
、

短
期
資
金
を
長
期
化
し
得

る
性
質
を
有
し
て
い
る
点
に
於
て
は
直
接
投
資
た
る
社
債
、
株
式
と
何
等
異
ら
な
い
。

即
ち
金

融
債
は
直
接
投
資
と
間
接
投
資
と
の
中
間
的
形
態
で
あ
り
、
か
か
る
中
間
的
形
態
を
必
要
と
す

る
の
は
直
接
投
資
の
対
象
と
な
り
得
る
企
業
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
、
大
多
数
の
企
業
が
金
融
機

関
の
信
用
を
介
し
て
の
み
そ
の
資
金
調
達
が
可
能
な
こ
と
に
基
因
し
て
い
る
。
従
っ
て
我
が
国

経
済
の
基
盤
が
変
わ
ら
ざ
る
限
り
金
融
債
の
発
行
は
不
可
避
で
あ
り
、
又
積
極
化
す
べ
き
で
め

る
が
、
そ
の
消
化
形
態
は
金
融
機
関
に
よ
る
保
有
よ
り
一
般
投
資
者
に
対
す
る
公
募
に
向
う
べ

き
こ
と
は
金
融
機
構
再
編
成
の
方
針
に
照
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
又
過
渡
的
に
は
金
融
債
発

行
に
よ
る
資
金
を
大
企
業
に
融
資
す
る
と
と
も
巴
む
音
符
な
い
が
、
将
来
に
於
て
は
直
接
投
資

の
対
象
と
な
り
符
る
企
業
は
自
己
信
用
に
よ
る
株
式
、
社
債
の
発
行
に
よ
ら
し
め
、
金
融
債
は

専
ら
農
業
、
中
小
企
業
等
自
己
信
用
に
よ
っ
て
資
金
調
達
の
不
可
能
な
部
門
に
の
み
限
定
す
べ

き
で
あ
る
。

か
か
る
金
融
債
の
発
行
に
便
宜
を
与
え
る
た
め
、
日
本
銀
行
は
昨
年
六
月
以
来
興
業
債
券
に

対
し
て
優
良
社
債
同
様
の
優
遇
措
置
を
諮
じ
た
が
、
之
ま
で
の
法
的
制
限
の
下
に
於
て
は
そ
の

発
行
は
殆
ん
ど
限
度
に
達
し
て
い
た
。
之
を
打
開
し
長
期
資
金
調
達
に
資
す
る
た
め
、
今
回
銀

行
等
の
債
券
発
行
が

一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
預
金
と
金
融
債
と
の
合
計
額
が
自

己
資
本
の
ご
十
倍
の
範
囲
内
に
あ
る
限
り
、
金
融
債
の
発
行
が
自
由
と
な
っ
た
が
、
吏
に
そ
の

発
行
に
使
宜
を
与
え
る
手
段
と
し
て
、
銀
行
等
に
対
し
て
見
返
資
金
に
よ
る
増
資
を
行
う
こ

と
も
可
能
と
な
っ
た
。
之
に
よ
り
差
当
り
興
銀
、
勧
銀
、
北
拓
、
商
中
、
農
中
の
五
金
融
機
関

に
合
計
五
百
億
円
乃
至
六
百
億
円
の
債
券
発
行
余
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
か
か
る
多

額
の
金
融
債
の
発
行
が
本
来
の
直
接
投
資
の
た
め
起
債
市
場
を
圧
迫
す
る
な
ら
ば
本
末
転
倒

で
あ
り
、
こ
の
滋
味
に
於
て
預
金
部
資
金
の
活
用
等
の
措
置
の
と
ら
れ
る
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ

る。

三
七
九
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以
上
の
如
き
証
券
金
融
対
策
並
び
に
金
融
債
の
発
行
等
金
融
界
の
援
助
は
、
そ
の
大
部
分
が

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
収
束
に
伴
う
過
準
則
に
於
て
は
是
非
と
も
必
要
な
措
置
で
あ
る
が
、
今
後

に
於
て
も
之
が
永
続
さ
れ
る
が
如
き
と
と
は
決
し
て
望
・
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
然
か
も
か
か

る
証
券
市
場
に
対
す
る
金
融
界
の
援
助
は
現
杭
に
於
て
す
ら
一
定
の
限
界
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
-
日
も
早
〈
金
融
機
構
再
編
成
を
名
実
共
に
実
現
し
、
証
券
民
主
化
の
実
を
挙
ぐ

べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
先
ず
第
-
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
収
束
政
策
を
堅
持
し
て
、

我
が
国
経
済
の
終
局
的
安
定
を
早
急
に
実
現
し
、

一
般
国
民
が
企
業
の
健
全
性
と
収
益
性
に
基

き
安
ん
じ
て
直
接
投
資
に
参
加
し
得
る
が
如
き
経
済
情
勢
を
招
来
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

市
し
て
そ
れ
は
財
政
々
策
、
金
融
政
策
と
並
ん
で
企
業
自
体
の
努
力
即
ち
合
理
化
の
推
進
如
何

に
大
含
〈
在
右
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
特
に
為
後
レ
1
卜
設
定
を
機
と
し
て
国
際

経
済
と
の
直
接
的
接
触
の
段
階
に
入
っ
た
現
在
に
於
て
は
、
外
同
企
業
と
の
蛾
烈
な
る
競
争
を

行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
合
理
化
の
目
標
も
此
の
線
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
近
く
行
わ
れ

る
資
，
話
再
評
価
を
泊
じ
企
業
に
対
す
る
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
影
響
は

一
応
解
消
な
み
る
釈
で

あ
り
、
こ
の
際
企
業
は
経
済
界
の
現
状
に
応
ず
る
合
理
化
を
企
業
の
自
由
な
立
場
で
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
A
W一融
機
構
の
再
編
成
を
名
央
共
に
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
第
二
の
点
は

証
券
市
場
内
部
に
於
け
る
引
受
部
門
と
売
買
部
門
と
の
分
離
、
引
受
部
門
に
於
け
る
信
胤
の
強

化
、
売
買
部
門
に
於
け
る
投
機
性
の
払
拭
等
投
資
者
を
保
設
す
る
こ
と
に
万
全
の
努
力
を
払
う

べ
会
ζ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
証
券
市
場
は
始
め
て
金
融
市
場
と
放
立
し
て
金
融
機
構
を
構
成

す
る
こ
大
支
柱
の

一
つ
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
資
本
部
秘
の
乏
し
い
我
が
固
に
於
て

此
の
方
針
を
貫
〈
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
又
自
由
に
放
任
す
る
な
ら
ば
兎
角
戦
前
の
状

態
に
立
ち
戻
ら
ん
と
す
る
傾
向
の
強
い
現
状
に
於
て
、
証
券
市
場
内
部
の
機
構
再
編
成
を
迷
成

す

る

に

は

非

常

な

努

力

を

必

要

と

す

ゐ

で

あ

ろ

う

。
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